
科目別配当表（昼間部（午前・午後部））2022 年度 

 
教育内容 授業科目 

法定 
単位数 

１学年 ２学年 ３学年 計 

 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 

基 
礎 
分 
野 

科学的思考の基盤
人間と生活 

総合基礎 １４ １０ １５０     １０ １５０ 

          

総合基礎通信  ４ ６０     ４ ６０ 

小  計 １４ １4 210     １４ ２１０ 

専 
門 
基 
礎 
分 
野 

人体の構造と機能 
 

解剖学① 

１５ 

２ ６０     ２ ６０ 

解剖学② ２ ６０     ２ ６０ 

解剖学③   ２ ６０   2 ６０ 

解剖学④   １ １５   １ １５ 

解剖学⑤ １ １５     １ １５ 

解剖学⑥ １ １５     １ １５ 

生理学① ２ ６０     ２ ６０ 

生理学②   ２ ６０   ２ ６０ 

高齢者の生理 １ １５     １ １５ 

競技者の生理   １ １５   １ １５ 

運動学   ２ ６０   ２ ６０ 

 
 
疾病と傷害 
 
 

病理学概論 

１１ 

  ２ ６０   ２ ６０ 

一般臨床医学①   ２ ６０   ２ ６０ 

一般臨床医学②   １ ３０   １ ３０ 

外科学概論     ２ ６０ ２ ６０ 

整形外科学   ２ ６０   ２ ６０ 

リハビリテーション医学     ２ ６０ ２ ６０ 

柔道整復術の適応 
柔道整復術の適応 

２ 
  ２ ３０   ２ ３０ 

         

保健医療福祉と 
柔道整復の理念 

衛生学・公衆衛生学 

８ 

    ２ ６０ ２ ６０ 

職業倫理     １ １５ １ １５ 

関係法規     １ ３０ １ ３０ 

柔道① ２ ６０     ２ ６０ 

柔道②   １ １５   １ １５ 

柔道③     １ ３０ １ ３０ 

社会保障制度 社会保障制度 １     １ １５ １ １５ 

小  計 ３７ １１ ２８５ １８ ４６５ １０ ２７０ ３９ １０２０ 

専 
門 
分 
野 

 
基礎柔道整復学 
 

骨折総論 

１０ 

２ ６０  
 

   ２ ６０ 

脱臼総論 １ ３０     １ ３０ 

軟部組織損傷総論 １ ３０     １ ３０ 

固定法総論 １ ３０     １ ３０ 

治療法総論 ２ ６０     ２ ６０ 

外傷の保存療法   １ １５   １ １５ 

基礎柔道整復学特講 ３ ９０     ３ ９０ 

臨床柔道整復学 

臨床柔道整復学① 

１７ 

１ ３０     １ ３０ 

臨床柔道整復学② １ ３０     １ ３０ 

臨床柔道整復学③ １ ３０     １ ３０ 

臨床柔道整復学④     ２ ６０ ２ ６０ 

臨床柔道整復学⑤     ２ ６０ ２ ６０ 

臨床柔道整復学⑥     ２ ６０ ２ ６０ 

臨床柔道整復学⑦     ２ ６０ ２ ６０ 

物理療法機器等の取扱い １ １５     １ １５ 

柔道整復術の臨床的判定   ２ ３０   ２ ３０ 

臨床柔道整復学特講     ６ １８０ ６ １８０ 

柔道整復実技 

柔道整復実技① 

１７ 

１ ３０     １ ３０ 

柔道整復実技② １ ３０     １ ３０ 

柔道整復実技③   ２ ６０   ２ ６０ 

柔道整復実技④   １ ３０   １ ３０ 

柔道整復実技⑤   １ ３０   １ ３０ 

柔道整復実技⑥   ２ ６０   ２ ６０ 

柔道整復実技⑦   ２ ６０   ２ ６０ 

柔道整復実技⑧   １ ３０   １ ３０ 

柔道整復実技特講①   ２ ６０   ２ ６０ 

柔道整復実技特講②   ２ ６０   ２ ６０ 

柔道整復実技特講③     ２ ６０ ２ ６０ 

柔道整復実技特講④     ２ ６０ ２ ６０ 

柔道整復実技特講⑤     ２ ６０ ２ ６０ 

高齢者の外傷予防     １ １５ １ １５ 

競技者の外傷予防     １ １５ １ １５ 

臨床実習 臨床実習 ４ １ ４５ ２ ９０ １ ４５ ４ １８０ 

 小  計 ４８ １７ ５１０ １８ ５２５ ２３ ６７５ ５８ １７１０ 

                 合    計    ９９ ４２ １００５ ３６ ９９０ ３３ ９４５ １１１ ２９４０ 

              



科目別配当表（夜間部）2022 年度 

 
教育内容 授業科目 

法定 
単位数 

１学年 ２学年 ３学年 計 

 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 単位数 時間数 

基 
礎 
分 
野 

科学的思考の基盤
人間と生活 

総合基礎① 

１４ 

５ ７５     ５ ７５ 

総合基礎②   ２ ３０   ２ ３０ 

総合基礎通信 ７ １０５     ７ １０５ 

小  計 １４ １２ １８０ ２ ３０   １４ ２１０ 

専 
門 
基 
礎 
分 
野 

人体の構造と機能 
 

解剖学① 

１５ 

２ ６０     ２ ６０ 

解剖学② ２ ６０     ２ ６０ 

解剖学③   ２ ６０   ２ ６０ 

解剖学④   １ １５   １ １５ 

生理学① ２ ６０     ２ ６０ 

生理学②   ２ ６０   ２ ６０ 

高齢者の生理 １ １５     １ １５ 

競技者の生理   １ １５   １ １５ 

運動学   ２ ６０   2 ６０ 

 
 
疾病と傷害 
 
 

病理学概論 

１１ 

  ２ ６０   ２ ６０ 

一般臨床医学①   ２ ６０   ２ ６０ 

一般臨床医学②   １ ３０   １ ３０ 

外科学概論     ２ ６０ ２ ６０ 

整形外科学   ２ ６０   ２ ６０ 

リハビリテーション医学     ２ ６０ ２ ６０ 

柔道整復術の適応 
柔道整復術の適応 

２ 
  ２ ３０   ２ ３０ 

         

保健医療福祉と 
柔道整復の理念 

衛生学・公衆衛生学 

８ 

    ２ ６０ ２ ６０ 

職業倫理     １ １５ １ １５ 

関係法規     １ ３０ １ ３０ 

柔道① ２ ６０     ２ ６０ 

柔道②   １ １５   １ １５ 

柔道③     １ ３０ １ ３０ 

社会保障制度 社会保障制度 １     １ １５ １ １５ 

小  計 ３７ ９ ２５５ １８ ４６５ １０ ２７０ ３７ ９９０ 

専 
門 
分 
野 

 
基礎柔道整復学 
 

骨折総論 

１０ 

２ ６０     ２ ６０ 

脱臼総論 １ ３０     １ ３０ 

軟部組織損傷総論 １ ３０     １ ３０ 

固定法総論 １ ３０     １ ３０ 

治療法総論 ２ ６０     ２ ６０ 

外傷の保存療法   １ １５   １ １５ 

基礎柔道整復学特講 ３ ９０     ３ ９０ 

臨床柔道整復学 

臨床柔道整復学① 

１７ 

１ ３０     １ ３０ 

臨床柔道整復学② １ ３０     １ ３０ 

臨床柔道整復学③ １ ３０     １ ３０ 

臨床柔道整復学④     ２ ６０ ２ ６０ 

臨床柔道整復学⑤     ２ ６０ ２ ３０ 

臨床柔道整復学⑥     ２ ６０ ２ ６０ 

臨床柔道整復学⑦     ２ ６０ ２ ６０ 

物理療法機器等の取扱い １ １５     １ １５ 

柔道整復術の臨床的判定   ２ ３０   ２ ３０ 

臨床柔道整復学特講     ６ １８０ ６ １８０ 

柔道整復実技 

柔道整復実技① 

１７ 

１ ３０     １ ３０ 

柔道整復実技② １ ３０     １ ３０ 

柔道整復実技③   ２ ６０   ２ ６０ 

柔道整復実技④   １ ３０   １ ３０ 

柔道整復実技⑤   １ ３０   １ ３０ 

柔道整復実技⑥   ２ ６０   ２ ６０ 

柔道整復実技特講①   １ ３０   １ ３０ 

柔道整復実技特講②   １ ３０   １ ３０ 

柔道整復実技特講③     ２ ６０ ２ ６０ 

柔道整復実技特講④     ２ ６０ ２ ６０ 

柔道整復実技特講⑤     ２ ６０ ２ ６０ 

高齢者の外傷予防     １ １５ １ １５ 

競技者の外傷予防     １ １５ １ １５ 

臨床実習 臨床実習 ４ １ ４５ ２ ９０ １ ４５ ４ １８０ 

小  計 ４８ １７ ５１０ １３ ３７５ ２３ ６７５ ５３ １５６０ 

                 合    計    ９９ ３８ ９４５ ３３ ８７０ ３３ ９４５ １０４ ２７６０ 

 

 

                           


